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〇 防 衛 大 臣 臨 時 代 理 解 職

国 務 大 臣 あ か ま 二 郎

（ 赤 間 二 郎 ）

防 衛 大 臣 小 泉 進 次 郎 帰 朝 に つ き 内 閣 法 第 十 条 の 規

定 に よ る 臨 時 に 防 衛 大 臣 の 職 務 を 行 う 国 務 大 臣 と

し て の 指 定 を 解 く （ 八 月 二 十 一 日 ）

福 岡 県

新 旧

辞 職 （ 総 務 部 長 ） 東 宣 行

（ 七 月 二 十 七 日 ）

総 務 部 長 （ 総 務 事 務 官 ） 稲 垣 英 明

（ 七 月 二 十 八 日 ）

〇 収 用 委 員 会 委 員 任 命

五 十 川 直 行 委 員 及 び 南 絵 美 委 員 は 、 七 月 三 十 一

日 任 期 満 了 し 、 八 月 一 日 次 の 者 が 任 命 さ れ た 。

収 用 委 員 会 委 員 渡 佳 代

同 大 脇 成 昭

〇 収 用 委 員 会 委 員 再 任

東 能 利 生 委 員 及 び 奥 田 貫 介 委 員 は 、 八 月 一 日 再

任 さ れ た 。

札 幌 市

新 旧

辞 職 （ 財 政 局 長 ） 笠 松 拓 史

（ 七 月 二 十 六 日 ）

財 政 局 長 （ 内 閣 官 房 内 閣 参

事 官 （ 内 閣 官 房

副 長 官 補 付 ） ）

岩 崎 林 太 郎

（ 七 月 二 十 七 日 ）

横 浜 市

〇 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 補 充

吉 原 訓 委 員 及 び 藤 代 耕 一 委 員 は 、 七 月 三 十 日 辞

職 し 、 同 月 三 十 一 日 次 の 者 が 補 充 さ れ た 。

選 挙 管 理 委 員 会 委 員 川 口 正 壽

同 田 中 忠 昭

御 祝 電
天 皇 陛 下 は 、 ウ ク ラ イ ナ の 独 立 記 念 日 に つ き 、

八 月 二 十 一 日 同 国 大 統 領 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら れ

た 。

長 野 県

選 挙
八 月 九 日 知 事 の 選 挙 を 行 っ た 結 果 、 次 の 者 が 当

選 し た 。

阿 部 守 一 （ 無 所 属 ）（ 男 ）

諸 事 項

工 場 財 団
東京都千代田区丸の内一丁目７番12号福島ガス
発電株式会社の工場財団に福島県相馬郡新地町駒
ケ嶺字今神161番地３福島天然ガス発電所の機械
器具等を追加する変更登記申請に係る動産につき
権利を有する者、差押、仮差押又は仮処分債権者
は、本日から32日以内に権利を申し出て下さい。
令和８年８月 25 日

福島地方法務局相馬支局
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

東 京 都

新 旧

辞 職 （ 副 知 事 ） 栗 岡 祥 一

同 （ 同 ） 松 本 明 子

（ 以 上 七 月 五 日 ）

副 知 事 （ 総 務 局 長 ） 佐 藤 智 秀

同 （ 政 策 企 画 局 長 ） 佐 藤 章

水 道 局 長 （ 監 査 事 務 局 長 ） 安 部 典 子

政 策 企 画 局 長 （ 保 健 医 療 局 長 ） 山 田 忠 輝

総 務 局 長 （ 水 道 局 長 ） 山 口 真

福 祉 局 長 職 員 等 奈 良 部 瑞 枝

保 健 医 療 局 長 （ 福 祉 局 長 ） 髙 﨑 秀 之

（ 以 上 七 月 六 日 ）
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